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 特定非営利活動法人 獣医系大学間獣医学教育支援機構  
 
 １ 事業の成果 

2018年7-9月には4大学（山口大、鹿児島大、麻布大、日本獣医生命科学大）がOSCE（Objective St
ructured Clinical Examination）共用試験を実施した。また麻布大と日本獣医生命科学大がCBT（C
omputer Based Testing）共用試験を実施した。 新しいCBT問題を作成・精選している。 

 
 ２ 事業の実施に関する事項 
 
 （１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の 

金額 

（千円） 

 

 １．共用試験の実施及び
評価に関する事業 

４獣医大学が共用
試験（OSCE）を実
施。2大学が共用試
験（CBT）を実施。 

2018年7～9
月 

４獣医大学 獣医大学教
員約40名 

獣医大学学生
約300名 

2,900千円  

２．共用試験の問題、 
課題及び成績等の管理 
に関する事業 

新CBT問題を作成・
精選・管理する。 

2018年7～9
月 

全獣医大学、 
イ-コミュニケ
ーションズ 

約50名 獣医大学学生
約6000名 

830千円 

３．共用試験の改善を 
図るための研究及び研 
修に関する事業 

共用試験実施要領
の作成  

2018年7～9
月 

機構 機構2名 
獣医大学 
教員約10名 

獣医大学教員
約700名及び
学生約6000名 

 

４．獣医教育の内容と 
評価の発展充実を図る 
ための事業 

      

５．獣医系の大学等に 
おける上記事項の連絡 
調整に関する事業 

共用試験実施に伴
う会議の開催 

2018年9月 機構事務局、
東京大 

獣医大学教
員約100名 

獣医大学教員
約700名及び
学生約6000名 

500千円 

 
 
 （２）その他の事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費の 
金額 

（千円） 

 

      

      

      

   
 


